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SF-837は Streptomyces mycarofaciens nov. sp. に よ り産

生されたマクロライ ド系新抗生物質で,主 にグラム陽性

菌に対し優れた抗菌力を示す。私どもは少数例ではある

が,臨 床的に検討し,興味ある成績を得たので報告す る。

成 績

臨床成績を一括 して,表1に 示 した。対象は10症 例

で,そ の内訳は呼吸器感染症8例,リ ウマチ熱1例,慢

性腎盂腎炎1例 で あ る。効果判定は 化学療法学会にお

ける抗生物質使用に対する判定基準に準 じた。治療効果

は10例 中有効8例,無 効2例 であつた。疾患別にみる

と,気管支炎3例 中2例 に有効,1例 は無効,肺 炎3例 は

すべて有効,気 管支拡張症1例 は有効,肺 化膿症1例 は

無効であつた。また,リ ウマチ熱1例,腎 盂腎炎1例 は

ともに有効であつた。副作用として特別なものは認めら

れなかつた。なお,症 例5の トランスア ミナーゼ値は同

時に合併していた慢性肝炎のために上昇 していたもので

ある。

本剤がL型 菌の腎盂腎炎(症 例7)に 有効であつたの

で,そ の詳細を述べる。

症例7 23才 女 。全身倦怠感,微 熱 赤沈値亢進,

CRP陽 性,蛋 白尿を主訴として某病院から転入院した。

外来時に尿沈渣に多数の白血球と105/ml以 上の大腸菌

を認め,AB-PCを 内服 し,大腸菌は消失 した。入院後も

微熱が続 き,尿 沈渣に中等数の白血球が毎回認められ,

NaHdixicacid,次 いで再びAB-PCが 用 いられたが尿

所見は改善しなかつた。尿のL型 菌培養を行なつたとこ

ろ黄色ブ ドウ球菌のL型 菌が検出され,AB-PCに よる

誘導と考え,SF-837を1.2gず つ内服させたところ,

1週 間後の尿中からL型 菌は消失し,尿 中白血球 も1視

野に2～4個 となつた。本例は腎生検の結果,ア ミロイ

ド腎症と判明し,腎 盂腎炎が合併 したもので,ア ミロイ

ド腎症に対してはなお入院経過観察中である。

考 按

SF-837の グ ラム陽性球菌に対する抗菌力はMacrolide

系抗生剤の薬剤の中でJosamycinに 最 も類似してお り,

肺炎球菌,レ ンサ球菌の多 くは1mcg/ml以 下 で,ブ ド

ウ球菌の多くは1mcg/ml前 後で発育阻止される。

私どもの症例は呼吸器感染症が多 く,そ の起炎菌の決

定は慎重でなければならないが,肺 炎球菌,ミ クロコッ

カス,レ ン サ球 菌を検出した6例 中5例 が有効であつ

た。症例5の 慢性気管支炎は体温上昇もなく,赤 沈充進

も著明でな く,感 染所見に乏しかつたが,自 覚症状が改

善 しなかつたので無効と判定した。症例8の 肺化膿症は

クレブシェラが検出されてお り,無 効であつたが,細 菌

学的には不適応な症例であつた。症例1に ヘモフィルス

が検出されてお り,本 菌はMacrolide系 抗生剤に感受性

でないが,SF-837が 有効であつたことはヘモフィルス

が混在菌であつたためと考えられる。

症例7の ブ ドウ球菌の五型菌を検出した腎盂腎炎は最

初,外 来で検出された大腸菌はAB-PCに よ り根絶され,

ア ミロイ ド腎で,腎 の局所的な抵抗減弱があるためにそ

の後に感染した黄色ブ ドウ球菌がAB-PCに よつて工型

菌に誘導 されたものと考えられる。Macrolide系 抗生剤

は蛋白合成阻害を作用機序としており,グ ラム陰性菌の

L型 菌に対 しても抗菌力を有するが,本 例のL型 菌は黄

色ブ ドウ球菌であつたので,親 の菌に対 しても抗菌力を

有 しており,極 めて有効であつた。

結 語

SF-837を 呼吸器感染症8例,リ ウマチ熱1例,腎 盂

腎炎1例,計10例 に使用し,8例 に有効,2例 は無効

であつた。本剤使用中に特記すべき副作用を認めなかつ

た。
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表1　 臨 床 成 績
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SF-837 is a new antibiotic which is primarily active against gram-positive bacteria. 

Clinical application was performed to 8 cases with respiratory disease, 1 case with rheumatic fever 

and 1 case with pyelonephritis. The results were excellent in 8 and ineffective in 2. 

No significant side effects were seen at all.


